いたち はちょう ど、 とうもろこしの つぶ を， *1 で こ 

つ こっかんで 粉に してい ましたが、 ツエね ずみ を 見て 

言いました。 

「どう だ。 金米糖がなかった かいご 

「いたちさん。 ずいぶん お前 も ひどい 人 だね。 私の 

ような 弱い もの を だます なんて ご 

「だまし やせん。 たしかに あつたの や ご 

「あるに はあって も、 もう 蟻が 来て ましたよ ご 

「蟻が、 へい。 そうかい。 早い やつら だね ご 

「みんな 蟻が とってし まい ましたよ。 私の ような 弱い 

まど 

もの を だます なんて、 償うて ください。 償うて くださ 



だけ 持って どっかへ うせろ ご いたち は プリ プリして、 

金米糖 を 投げ出しました。 ツエね ずみ は それ を 持てる 

だけた くさん ひろって、 おじぎ をし ました。 いたち は 

いよいよ おこつ て 叫びました。 

「えい、 早く 行って しまえ。 てめ えの 取った、 のこり 

なんかう じむしに でも くれてやら あご 

ツエね ずみ は、 いちもくさんに 走って、 天井裏の 巣 

へ もどって、 金米糖 をコ チコ チ食 ベました。 

こんなぐ あいです から、 ツエね ずみ はだん だんきら 

われて、 たれ も あんまり 相手に しなくな りました。 そ 

こで ツエね ずみ はしかた なしに、 こんど は、 d±i だの、 



で またく ふう をす るから。 」 

ツエね ずみ はもつ ともと 思いました ので、 さっそく 

その 日から 運び 方に かかりました。 

ところが、 途中に 急な坂が 一 つ ありまし たので、 ね 

ずみ は 三度 目に、 そこから ス トンと ころげ 落ちました _ 

柱 もび つくりして、 

「ねずみさん、 けが はない かい。 けが はない かいごと 

一 生けん 命、 からだ を 曲げながら 言いました。 ねずみ 

はやつ と 起き上がって、 それから か おをひ どくし かめ 

ながら 言いました。 

「柱さん。 お前 もずい ぶん ひどい 人 だ。 僕の ような 弱 



ておくれ を 百ば かり も、 ちりとりに 言いました。 ちり 

とりも あきれて、 もう ねずみとの 交際 はやめました。 

また、 そのの ちの ことです が、 ある 日 バケツ は ツエ 

ねずみに、 せんたく ソ ー ダの かけら をす こしゃって、 

「これで 毎朝お 顔 をお 洗いな さいご と 言いましたら、 

ねずみ は よろこんで 次の 日から、 毎日 それで 顔 を 洗つ 

てい ましたが、 そのうちに ねずみのお ひげが 十本ば か 

リ 抜けました。 さあ ツエね ずみ は、 さっそく バケツへ 

まど 

やって来て、 償って おくれ 償って おくれ を、 二百 五十 

ばかり 言いました。 しかし あいにく バケツに はお ひげ 

もありませんで したし、 R うわけ にも 行かず、 すつ か 



むちゃ つ と 半べ んを 食べ て、 また プ イツと 外へ 出て 言 

いました。 

「おいしかった よ。 ありが とうご 

「そうかい。 よかった ね。 また あすの 晚 おいで ご 

次の 朝、 下男が 来て 見て おこって 言いました。 

「えい。 えさ だけと つて 行き やが つた。 ずるい ねずみ 

だな。 しかしと にかく 中にはい つたと いうの は 感心 だ。 

そら、 きょうは 鰯 だ ぞ。， - 

そして 鰯 を 半分つ けて 行きました。 

ねずみ 捕り は、 鰯 を ひっかけて、 せっかく ツエね ず 

みの 来る の を 待って いました。 



夜に なって、 ツエね ずみ はすぐ 出て 来ました。 そし 

ていかに も 恩に 着せた ように、 

「今晩は、 お 約束 どおり 来て あげました よご と 言い ま 

した。 

ねずみ 捕り は 少し むっとし たが、 無理に こらえて、 

「さあ、 食べな さいご とだけ 言いました。 

ツエね ずみ はプ イツと はいって、 ピチャピチャ ピ 

チヤ ッと 食べて、 また プ イツと 出て 来て、 それから 

おお、. ^う 

大風に 言いました。 

「じ や、 あした、 また、 来て 食べて あげる からね ご 

「ブゥ ご とねず み 捕り は 答えました。 
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